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中間支援活動助成(基本)事業実績報告 
 

団体名 
認定特定非営利法人 

コムサロン２１ 
代表者名 理事長 前川 裕司 

事業名 播磨NPO中間支援センター事業 

 

 

＜事業実施実績＞ 

 
①相談業務 
延べ回数/団体数 

②ﾈｯﾄﾜｰｸの構築

・情報提供 
件数 

③人材育成 

（講座開設等） 
延べ参加人数/回数 

④書類作成指導 
件数 

⑤その他 

（調査研究等） 
件数 

R4実績 22 5 72 7 － 

R5計画 30 5 － － － 

R5実績 29 5 100 6 － 

 

 

＜効果と成果＞ 

NPO活動の個別相談に関しては、NPO法人にするかそれ以外の法人にするかなどの設立の方法にや

手段の相談を中心に対応しました。具体的な書類作成のアドバイスやチェックは、県のNPO法人等

設立支援機関の「播磨地域しごとサポートセンター」を紹介して対応しました。 

また、コムサロンの事業を若い人に継承していくために、多様な活動の中でも、若い人も関心の

あるものにターゲットを拡充し、姫路城お姫様ボランティア事業では、大学生３名の参加。高校生

は４３名の活動参加をいただくことができました。 

ただ、県立工業大学との連携は、大学生に関心ある活動テーマとつながることができなくて、具

体的な連携はできませんでした。次年度は、再度、県立大学と連携できるような企画を考えたいと

思います。 

おしろのそうじは、中播磨県民センターと連携して、ジョギングの方の参加の呼びかけ（プロギ

ング）の活動にひろがり、そのスタッフとしても参加していただいています。 

 
 

＜今後の展望＞ 

NPO活動の設立相談においては、任意団体として継続したり、法人化する団体もいますが、相談

会終了後はそれでつながりが消えるのではなく、そこから、地域活動が始まり、連携がはじまると

いう考えでサポートしていきたいと思います。その場合の伴走型の運営相談までできるような体制

を次年度は、整えたいと思います。（例：設立相談１回、運営相談１回、設立後３カ月後相談１回

等） 

姫路城のそうじ会は、毎月参加いただける学生がいますが、次年度は、その若者に小学生の参加

のサポートをお願いしてボランティアのすそ野を広げたいと思います。 
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＜収支決算書＞ 
 

（収入） 

項   目 金 額（円） 

中間支援活動助成金 ５００,０００ 

自己資金 ８８０ 

合計 ５００,８８０ 

 

（支出） 

区分 項   目  金 額（円） 
左のうち 

助成対象金額（円） 

直 

接 

経 

費 

人件費 １８３,０００ １８３,０００ 

謝金 ６６,８２５ ６６,８２５ 

広告宣伝費 ５７,０１５ ５７,０１５ 

その他（通信機器リース料等） ５６,９４０ ５６,９４０ 

小  計 ３６３,７８０ ３６３,７８０ 

間接経費（一般管理費） １３７,１００ １３６,２２０ 

合  計 ５００,８８０ ５００,０００ 

 


